
 

 

平成２１年１０月２１日 
第５学年保護者の皆様 

                                                           広島市立船越小学校 
                                                            校長 吉岡 克弥 
                                                            ５ 年 生 担 任 
 

「基礎・基本」定着状況調査結果について 
 

 キンモクセイの香りが、秋の訪れを感じさせる季節となりました。皆様には、ますま
すご健勝のこととお喜び申し上げます。 
 さて、保護者の皆様もご存じのように、平成２１年６月９日に５年生を対象として広

島県で一斉に「基礎・基本」定着状況調査が実施されました。このたび、その結果を分
析・考察し、改善点と今後の取り組みについて校内で検討いたしました。調査によって

明確になった課題を解決するため、指導内容や指導方法について改善・充実を図りたい
と計画しております。 

 主な内容について、ここに報告いたします。なお、この結果のみに振り回され、これ
まで本校が培ってきた教育を見失うことのないよう、これからも一層努力してまいりた

いと思っております。保護者の皆様には、今後ともご理解とご協力のほどよろしくお願
いいたします。 

 
１．「基礎・基本」定着状況調査の趣旨 

 ・ 学習指導要領に記されている目標及び内容に基づき、特に「読み・書き・計算」等 
の基礎的な内容とともに、思考力・判断力・表現力等の定着状況を把握する。 

 ・ 生活や学習に関する意識や実態及び教科指導等の実態を把握することを通して、自 
校の課題を明確にし、指導内容や指導方法の改善・充実を図る。 

２．調査内容 

 ・ 生活と学習に関する意識と実態調査 
 ・ 国語科における前年度までの学習内容定着状況 
 ・ 算数科における前年度までの学習内容定着状況 
３．調査結果 

（１）通過率の比較 
通過率：（正答者数＋準正答者数）÷集計の対象者数×１００ 

       
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 県平均  市平均  船越小 県平均 市平均 船越小 国
語   75.0   74.0   71.4 

 算 
数   79.8   78.4   79.3 
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（２）国語科 
  ① 解答の状況 
 国語は、「聞くこと」「書くこと」「読むこと」「言語事項」の領域に分けて分析し
た。 

「聞くこと」は、県や市平均と比べて
５ポイント近く低かった。 

「書くこと」は、市平均と比べて、７
ポイント近く低い通過率であった。
書く事柄を収集して、大事なことを
落とさず、段落に分けて書くことが
できていない。 

「読むこと」は、県や市平均と比べて、
２ポイント低い通過率であった。場
面の移り変わりや情景を、叙述に即
して想像して読むことはおおむねで
きていた。しかし、文と文の意味の
つながりを考えて文章を正しく読むことは、県や市平均と比べて１０ポイント近く低
かった。 

「言語事項」は、県や市平均と比べて１～２ポイント低い通過率であった。文の中の主
語と述語の関係・へんやつくりの構成を答える問題についてはできていた。ただ、ロ
ーマ字を読んだり書いたりすることや 4年生の漢字の読みができていなかった。 

②今後の指導の重点 
 「聞くこと」については、いろいろな場面で、話の要点を意識しながら聞くことやメ
モの取り方の指導をしていく。 

 「書くこと」については、自分の書きたい事をはっきりさせてから書くことや「はじ
め・中・終わり」などの文章構成を意識して書くことを継続して指導していく。また、
段落を意識して書く練習をしていく。 

 「読むこと」については、説明文の学習において、まず結論を確認し、段落の構成を
おさえるようにする。さらに、自分で要点を見つけ、段落相互の関係を理解できるよ
うに指導していく。 

 「言語事項」については、帯タイムなどを利用して、４年生までの既習漢字やローマ
字の復習をしたり、確認のテストを定期的に行ったりして定着を図りたい。 

     
 （３）算数科 
 ① 解答の状況 
     算数は、「数と計算」「量と測定」「図形」「数量関係」の４つの領域に分けて

分析した。 
    「数と計算」は、県や市平均とほぼ    

同様の通過率であった。ただし、そ 
の中で、分数の意味を問う設問にお 
ける誤答が３７．１ポイントあった。 

   「量と測定」は県や市平均とほぼ同 
  様の通過率であった。その中で、複 
 合図形の面積を求める設問が、県や  
市平均よりも低い。また、かさや面  
積の適切な単位を選択する設問は県  
や市平均とほぼ同様の通過率ではあ 
るが、６２．９ポイントや５２．８ 
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ポイントという低い結果であった。 
   「図形」は県や市平均に比べ、通過率がわずかに高かった。その中で、正三角形の  

定義に関する設問は、県や市平均よりは高いが、６９．７ポイントと少し低い通過 
率であった。 

   「数量関係」は県や市平均よりも約 1ポイント通過率が低かった。その中で、伴っ 
て変わる２つの数量の関係を見つける設問は、県や市平均よりも約６ポイント低く、

通過率も４７．２ポイントと低かった。 
 

 ② 今後の指導の重点 
  「数と計算」については、計算ドリルやプリントを使用し、これまでの学習を引き続  
き行う。特にわり算と繰り下がりの引き算については繰り返し指導し計算スピードを 

あげていきたい。  
   「量と測定」では、単位を身近なものにすることと、面積を任意単位のいくつ分と考 
えて比較することができるように指導していきたい。 

   「図形」では、図形の性質についての復習をしたり、具体物を利用して学習をしたり 
していきたい。 

  「数量関係」では、（ ）を用いて、一つの式にまとめて計算することができるよう
にする。伴って変わる２つの数量の関係を表に書いて、変化のきまりを見つけ出すこ
とができるようにする。 

 
    算数科については、数量や図形の意味を実感的に理解できるように、具体物を用い
た算数的活動を学習に取り入れるようにする。また、算数で身につけた知識や技能を、
日常生活や他教科の学習に活用していくことができるように、数や式、図や表、グラ

フなどを用いた思考や表現の活動を設けていきたい。さらに、前学年の同じ領域の内
容を学習に取り入れ、学び直しの機会を設けながら、学習の系統性を重視した授業作
りに努める。 

 
 （４）生活と学習に関する意識・実態について 
     全体的な様子として、近所の人や家の人にあいさつができる、学校や社会のルール

を守っているなど、気持ちよく生活することができている児童が多い。また、将来の
夢や目標を持ち、夢は叶うと思っている児童も多くいる。ただし、改善していかなけ
ればならない課題もいくつかあるので、以下に記す。 

 

          改善したい点     今後の具体的な取り組みの内容 

生

 
活 

・地域や子ども会などの行事に参加して
いると答えた児童は約５０％で県平均
より１８ポイント以上低い。 
 
・外にでて遊んだり、運動をしたりして
体を動かしていますと答えた児童は８
０％を下まわっており、県平均より７ポ
イント近く低い。 
 
・自分には良いところがあると答えた児
童は約６６％で県平均より６ポイント
以上低い。 
 

◎公民館や地域の施設で行われている
行事についてプリントが配られるので、
その都度内容を紹介し、参加を促す。 
 
◎児童が外で遊ぶように声をかけ、全員
遊びを定期的に行う。教師も参加できる
ときには参加するようにし、体を動かす
ことの楽しさを感じられるようにする。 
 
◎児童一人一人の生活の様子や学習の
様子を見取り、具体的に評価できること
をその都度評価していく。また、児童同
士でお互いの良いところを評価しあう



 

 

場を設け、児童が自分の良さに気づける
ようにする。 
 

                                               
          改善したい点     今後の具体的な取り組みの内容  

学
 

 
習 

（全般） 
・ものごとを解決する時にたぶんこうで
はないかと予想しているという児童や、
なぜそうなるのか、理由をつけて話して
いると答えた児童が県平均に比べて数
値が低い。 
 
 
 
（国語） 
・読んだり、書いたりするときや、話し
たり聞いたりするとき、「だれが」「い
つ」「どこで」「何を」「なぜそうした
か」「どのように」について注意してい
ると答えた児童が約５７％と県平均よ
り７ポイント以上下回っている。 
 
・国語の授業がよくわかると答えた児童
は７８，７％と比較的多い中、国語の授
業が好きと答えた児童は６５．２％、楽
しみにしていると答えた児童は５３．９
％となっている。 
 
・国語の授業では相手が自分に何を伝え
たいのか話の中心を考えながら聞いて
いると答えた児童が５７．３％と県平均
より１０ポイント以上下回っている。 
 
（算数） 
・図形を観察するときは、見た目だけで
なく、辺の長さや角の大きさにも気をつ
けているという児童が県平均に比べて
６ポイント下回っている。 
 
・算数の授業がよく分かると答えた児童
が県平均より５ポイント以上下回って
いる。 
 
 
 

 
◎授業の中で、予想する時間や考える時
間を確保し、発表させるというサイクル
を続けることで、児童に予想するという
ことを身につけさせる。また、発表の時
には、なぜそう考えたのか理由を述べさ
せることで、理由をつけて話すことを習
慣化する。 
 
 
◎授業の中で、「だれが」「いつ」「ど
こで」「何を」「なぜそうしたか」「ど
のように」の使い方を示す。 
 
 
 
 
◎授業中に具体物を示し、掲示物を工夫
することで、児童の興味・関心を喚起す
る。また今なにを学習しているのかとい
う目標を明確にし、できたという喜びを
味わわせたい。 
 
◎授業の中で、話を聞くときの態度を指
導し、気になるところや大切だと思った
ことはメモをするように指導する。 
 
 
 
◎具体物を提示するだけでなく、実際に
児童に触らせたり、どのようになってい
るのかをノートに書かせたりする時間
をとる。 
 
◎児童の学力定着のため、理解度に応じ
た計算プリントや問題プリントを用意
する。児童が自分で解くことのできる問
題に取り組ませることで、基礎的な学力
を身につけさせ、苦手意識をなくしてい
く。 
 

 


